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大矢根 綾子（おおやね あやこ）

略歴
2001年 JSPS特別研究員（DC2）
2002年 京都大学大学院工学研究科材料化学専攻博士後期課程修了、博士（工学）

2002年 産業技術総合研究所（産総研）研究員
2009年 同所 主任研究員
2019年 同所 上級主任研究員
2020年 同所 研究グループ長（現在に至る）

(国研)産業技術総合研究所ナノ材料研究部門ナノバイオ材料応用グループ

主な所外活動
・(公社)日本セラミックス協会国際交流委員会委員長
・日本バイオマテリアル学会常任理事
・日本学術会議連携会員
・筑波大学附属病院治験審査委員会委員
・ ISO/TC150 (外科用インプラント）SC1 WG3, Expert（Co-PL）
研究内容
より良い医療実現のための医用材料技術の開発
最近の主なテーマ「過飽和液中レーザー照射による人工エナメル合成と歯面改質」
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Oyane et al. Plos ONE, 13, e0206524 (2018).

30分後

簡便・迅速かつ部位選択的な
アパタイト成膜技術

PEEK

アパタイト
歯・骨の無機質に類
似の生体親和性材料



・新技術の発明
・反応機構の追及
・様々な基材への展開 （高分子⇒金属⇒セラミックス⇒…）
・膜機能の検証
・薬物担持による膜機能の向上

工学系研究者にとってシーズ開発は楽しい

Journal裏表紙

Invited review: J Mater Chem B, 4 (2016) 6289.

特許5817956
IUMRS-ICA2014 Award for Encouragement of Research
国内学会発表での受賞3件、ハイライト講演選出1件
招待講演：国内21件・国際7件
総説：和文10報・英文3報

開発初期の期待・夢
患者一人一人の症状に合わせた、医療機器や生体
組織のオンデマンド表面改質技術としての応用

人工骨や生体腱等の骨固定部位にアパタイト成膜
      ⇒骨固定性の向上
そのアパタイト膜に、患者に適した薬物を最適量で担持
 ⇒治療効果の向上

例えば



薬事承認のハードル高い

医療ニーズとの隔たり

人工骨や生体腱等の骨固定部位にアパタイト成膜

アパタイト膜に、患者に適した薬物を最適量で担持

既存の人工骨を凌駕困難（直ちに使える既製品の方が安心・便利）

生体健の移植術では症例数・市場規模が不十分

医師・企業側の視点に欠けていた
技術者の期待した用途≠ 臨床応用可能な用途



・迅速・簡便
・部位選択的

臨床展開の主要件
・医療ニーズ
・既存製品にない、または凌駕する機能・効果
・開発コストに見合った市場規模
・薬事承認のロードマップ
・本技術ならではの利用法：キラーアプリケーション

レーザー光

う蝕や歯周病の治療・予防のための歯面改質



リン酸カルシウム
過飽和溶液 歯面

3分の過飽和液中レーザー照射での歯面改質を実証

c軸

フッ素含有
アパタイト膜 Fを一様に含有

1 µm

エナメル質
F

500nm

フッ素含有
アパタイト膜 Fを一様に含有

・歯質強化作用
・抗菌作用

歯科用半導体レーザー

人工エナメル
フッ素含有アパタイト
柱状結晶の配向膜

象牙質基材 エナメル質基材

象牙質/エナメル質基材
（患者同意を得て提供された抜去歯牙より作製）

Mater Today Commun, 38 (2024) 108030.Inter J Mol Sci, 23 (2022) 15981.



夢や希望を持ちやりたい研究を追求しながらも、現実とのギャップを早期
に把握し、軌道修正する必要性

異分野・異業種連携の重要性

医用材料技術開発・臨床橋渡しを担う人材を長期的視点で育成する必要性

研究を通じた学び

論文成果に直結しにくい活動や、長期的に取り組むべき課題の存在

多くの若手が不安定なポスト・資金難等から短期的成果を求める現状

臨床研究プロトコル・手順書の策定、国際標準化活動・・・

 人材育成プログラム・OJTの拡充
 異分野・異業種との連携支援
 若手が長期的な研究・活動に集中して取り組める環境の整備
 より長期的・多様な評価指標の導入
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